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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。
迫
り
来
る
濁

流
に
、
逃
げ
惑
う
人
々
。
ま
ち
を
飲
み
込
む

よ
う
に
突
き
進
む
津
波
。
あ
の
惨
劇
は
、
い

ま
だ
に
大
き
な
爪
痕
を
残
す
。
ま
た
、
新
た

な
脅
威
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
が
る
な
ど
、
私
た
ち
は
先
の
見
通
せ

な
い
時
代
を
生
き
て
い
る
。
今
、
何
を
考
え
、

何
を
準
備
す
べ
き
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
災
害
を
生
き
抜
く
た

め
の
挑
戦
」
を
お
届
け
す
る
。

災
害
を

　

生
き
抜
く
た
め
の

　
　
　
　
　
　

挑
戦

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
広
が
る
中
で
、
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
と
想
定
し
た
避
難

所
の
開
設
・
運
営
訓
練
が
ス
ポ
ー

ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ

た
。

　

参
加
し
た
市
職
員
や
保
健
所

職
員
、
阿
南
防
災
士
の
会
会
員

な
ど
約
80
人
は
、
発
災
時
に
迅

速
で
的
確
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

手
順
を
確
認
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
参
加
者
は
協
力

し
、
セ
ン
タ
ー
体
育
館
フ
ロ
ア

に
２
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
取
っ

た
テ
ン
ト
、
発
熱
者
を
隔
離
す

る
専
用
ス
ペ
ー
ス
、
受
付
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫

感
染
防
止
対
策
に
留
意
し
た
避

難
所
を
設
営
し
た
。

　

そ
の
後
、
避
難
所
内
で
感
染

症
を
疑
う
者
が
発
生
し
た
場
合

を
想
定
し
た
対
応
訓
練
を
実
施
。

受
付
で
検
温
を
行
っ
た
り
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
り
し
た
。

感
染
症
が
疑
わ
れ
る
者
に
は
専

用
の
ス
ペ
ー
ス
に
誘
導
し
、
適

切
な
処
置
を
し
た
。

　

ま
た
、
車
中
泊
者
が
多
数
発

生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
避
難

所
で
の
受
付
方
法
、
駐
車
要
領
、

車
中
泊
者
へ
の
支
援
等
の
訓
練

も
行
わ
れ
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
市
企
業
振

興
課
の
天
羽
崇
普
さ
ん
（
44
歳
）

は
、「
訓
練
を
通
じ
て
気
付
く
点

が
多
か
っ
た
。災
害
時
に
は
し
っ

か
り
と
対
応
し
た
い
」
と
気
を

引
き
締
め
て
い
た
。

訓練する参加者＝スポーツ総合センター

夜空に打ち上がる花火を見入る卒業生

情
報
伝
達
の
検
証
す
る
参
加
者
＝
あ
な
ん

ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

防
災
展
に
向
け
て
準
備
す
る

＝
シ
ー
ズ
今
津

防災に ICTを活用
　大規模災害に的確に対処するため、最新の ICT

（情報通信技術）を活用し、電力途絶や基幹通信
網の遮断の場合でも、地域住民への災害情報の伝
達や安否確認を可能とした仕組み作りが進められ
ている。　

　

産
官
学
で
組
織
す
る
「
あ
な

ん
先
進
的
防
災
・
防
犯
シ
ス
テ

ム
検
討
委
員
会
」
は
、
災
害
時

に
ネ
ッ
ト
回
線
が
使
え
な
い
状

態
を
想
定
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
波
を
使
っ
た
双
方
向
の
情

報
伝
達
の
検
証
を
科
学
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
た
。

　

関
係
者
や
住
民
約
40
人
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
い
、

災
害
対
策
本
部
が
発
信
し
た
情

報
に
対
し
て
、
放
送
受
信
機
や

放
送
波
を
介
し
て
、
安
否
確
認

の
送
受
信
が
で
き
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
考
慮
し
、
今
ま
で
の

取
組
を
振
り
返
る
写
真
展
を
開
催

す
る
。

日
時

３
月
30
日
㈫
～
４
月
２
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

場
所

市
役
所
１
階　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス

問
い
合
わ
せ

悠
林
舎
シ
ー
ズ　

☎
21-

２
２
５
０

　

防
災
へ
の
心
構
え
を
地
域
住

民
と
共
に
考
え
、
共
に
行
動
で

き
る
よ
う
に
と
、
知
的
障
害
者

支
援
施
設
シ
ー
ズ
が
、「
防
災

に
ふ
れ
あ
う
会
in
シ
ー
ズ
『
防

災
教
室
』」
を
平
成
23
年
か
ら

開
催
し
て
、
10
年
を
迎
え
た
。

　

防
災
教
室
で
は
、
地
元
自
主

防
災
会
と
連
携
し
て
、
近
隣
小

学
校
児
童
や
保
育
所
園
児
、
地

元
住
民
を
迎
え
、
避
難
訓
練
や

防
災
講
座
な
ど
を
行
う
。

共
に
生
き
て
い
く

シーズ防災展

　コロナ禍の中で、卒業する先輩にエールを送ろうと阿南光高校在校生など
有志が、非常食を開発し、販売した資金などで花火を打ち上げた。2月 12日、
同校新野キャンパス付近で、卒業生が見守る中、約3,000発の光の花が咲いた。

　優れた防災教育・活動に取り組む団体を表彰する令和 2年度「ぼうさい
甲子園（1.17 防災未来賞）」（兵庫県等主催）で、津乃峰小学校が「奨励賞（小
学生部門）」を、橘小学校と阿南支援学校が「しなやかwith コロナ賞」を
受賞した。

　

阿
南
光
高
校
産
業
創
造
科
２
年

生
と
地
元
企
業
が
連
携
し
た
「
光

て
ら
せ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
下
で
、

社
会
に
巣
立
っ
て
い
く
３
年
生
と

の
思
い
出
の
場
を
作
り
、
激
励
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
企
画
し
た
。

高
校
生
が

非
常
食
を
開
発

　

生
徒
は
、
飲
食
業
や
食
品
加
工

業
の
方
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

非
常
食
「
光
て
ら
す
キ
ー
マ
カ

レ
ー
」
を
開
発
。
材
料
に
は
、
阿

波
牛
や
タ
ケ
ノ
コ
、
人
参
な
ど
地

元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
。

　

非
常
食
を
「
あ
な
ん
ま
ち
マ
ル

シ
ェ
」
で
販
売
し
た
り
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
返
礼
品
と

し
た
り
し
て
、
花
火
打
ち
上
げ
の

資
金
を
調
達
し
た
。
ま
た
、
打
ち

上
げ
る
音
楽
花
火
の
選
曲
、
デ
ザ

イ
ン
も
花
火
製
造
業
の
方
の
指
導

の
下
、
生
徒
が
担
っ
た
。

　

花
火
の
テ
ー
マ
は
、
社
会
が
苦

し
い
状
況
で
も
、
先
輩
を
ハ
イ

タ
ッ
チ
で
送
り
た
い
と
明
る
い
調

子
の
「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
」
に
し
た
。

　

約
30
分
の
光
の
饗
宴
に
見
入
っ

て
い
た
山
口
駿
雄
さ
ん
（
３
年
）

は
、「
後
輩
の
気
持
ち
が
う
れ
し

い
。
こ
の
光
景
を
胸
に
、
卒
業
し

て
も
が
ん
ば
り
た
い
」
と
感
激
し

て
い
た
。

 

学ぶ　つながる　命を守る力

「ぼうさい甲子園」3校が受賞！

津乃峰小学校 橘小学校 阿南支援学校
運動会で防災種目

（防災グッズリレー
等）、避難所等を巡
る防災ウオークラ
リー、近隣保育所
への防災授業など
を行っている。

コロナ禍を踏まえ
た避難バックを作
成。防災マップを
作成し、町内の避
難所を巡るオリエ
ンテーリングなど
を実施している。

杉と紙を使用した
避難所の間仕切り、
竹を活用した災害
時快適トイレ（コ
ンポストトイレ）の
制作などを行って
いる。

コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
重
点

防災意識は子どもの頃から

 

認
確
を
営
運
・
設
開
所
難
避

コロナ禍 花火 エールでコロナ禍 花火 エールコロナ禍 花火 エールコロナ禍 花火でエール

防災意識は子どもの頃から

 

認
確
を
営
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設
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所
難
避
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災
害
時
の
避
難
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
新
野
中
学
校
１
年
生
18

人
が
、
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
１
２
３
人
に
手
作
り
の
ラ
イ
ト
を

贈
っ
た
。

　

生
徒
は
、「
総
合
的
な
学
習
」

の
時
間
を
使
っ
て
、
地
域
住
民
と

共
に
災
害
を
生
き
抜
く
こ
と
を

学
ん
だ
。
そ
の
中
で
、
発
災
時

に
生
死
を
分
け
る
の
は
、「
い
か

に
速
く
的
確
に
避
難
が
で
き
る

か
ど
う
か
」
と
い
う
こ
と
に
気

付
い
た
。
そ
の
手
助
け
に
な
れ

ば
と
ラ
イ
ト
を
作
り
、
独
居
高

齢
者
に
贈
る
こ
と
を
発
案
し
た
。

　

ラ
イ
ト
は
、
直
径
13
セ
ン
チ

と
大
き
く
し
、
災
害
時
に
も
押

し
や
す
く
す
る
な
ど
工
夫
し
た
。

ま
た
、「
大
地
震　

片
づ
け
よ
り

も　

避
難
し
よ
う
」「
ぐ
ら
っ
と

き
た
ら　

ま
ず
身
の
安
全　

火

の
始
末
」
な
ど
と
、
生
徒
直
筆

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
。

　

２
月
10
日
、
１
年
間
の
学
び

の
成
果
を
民
生
委
員
、
児
童
委

員
の
前
で
発
表
。
そ
の
後
、
ラ

イ
ト
を
委
員
に
託
し
た
。

　

生
徒
の
久
米
裕
翔
さ
ん
は
、

「
ラ
イ
ト
を
傍
に
置
い
て
、
ま
さ

か
の
時
に
備
え
て
ほ
し
い
」。
新

野
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
会
長
の
丹
生
川
和
彦
さ
ん

は
、「
ラ
イ
ト
に
は
、
生
徒
の
思

い
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
独
居
高

齢
者
の
も
と
に
し
っ
か
り
と
届

け
る
」
と
話
し
て
い
た
。

　

近
海
で
の
温
暖
化
に
伴
い
、

台
風
の
大
型
化
や
突
発
的
な
集

中
豪
雨
に
よ
る
、
甚
大
な
水
害

が
毎
年
各
地
で
相
次
ぐ
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
も
、
大
雨
時
に
道
路

冠
水
や
床
下
浸
水
な
ど
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
の
不
安
な
箇
所
等
を
検
分
し
、

中
長
期
的
に
可
能
な
対
策
を
検

討
す
る
た
め
、
危
機
管
理
、
河

川
工
学
等
専
門
家
６
人
で
構
成

す
る
「
阿
南
市
防
災
会
議
内
水

被
害
対
策
専
門
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
た
。

　

委
員
会
で
は
、
浸
水
発
生
地

域
の
現
状
を
説
明
し
、
現
地
を

視
察
。
次
回
の
会
議
で
具
体
的

な
意
見
交
換
す
る
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
形
式
で
検
討
を
行
う
。

　

今
年
度
３
回
開
催
し
、
次
年

度
以
降
も
継
続
し
て
行
わ
れ
る
。

ラ
イ
ト
を
託
す
生
徒
＝
新
野
中
学
校

浸
水
発
生
地
域
を
地
図
上
で
確
認
＝

市
役
所

新
野
中
学
生

ラ
イ
ト
寄
贈

　
「
次
の
波
は
大
き
い
ぞ
！
」
消

防
団
の
無
線
か
ら
流
れ
る
声
に
身

構
え
た
。
福
井
川
を
遡
上
し
た
津

波
が
、
堤
を
乗
り
越
え
て
道
に
溢

れ
出
て
き
た
。
ポ
ン
プ
場
に
い
た

大
開
さ
ん
は
、
迫
り
く
る
濁
流
に

恐
怖
を
覚
え
た
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
。
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、
福
井

町
湊
は
２
・
８
メ
ー
ト
ル
の
津
波

が
到
来
し
、
床
上
床
下
浸
水
４
件

の
被
害
を
受
け
た
。

　

大
開
さ
ん
は
、
こ
の
原
体
験
が

防
災
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
２
週
間
で
湊

地
区
の
津
波
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
配
布
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
防
災
活
動
に
携
わ

り
、
町
内
防
災
訓
練
、
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
の
整
備
、
連
絡
名
簿
作

り
、
昭
和
南
海
地
震
を
語
り
継
ぐ

取
組
、
美
波
町
由
岐
地
区
と
の
連

携
な
ど
精
力
的
に
活
動
す
る
。

　
「
昨
今
の
防
災
意
識
の
低
下
や

地
区
間
の
温
度
差
が
気
掛
か
り

だ
」
と
話
す
大
開
さ
ん
。「
来
る

べ
き
時
に
備
え
て
、
町
の
防
災
意

識
を
高
め
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

防
災
意
識
の

高
揚
を

福
井
町
自
主
防
災
連
絡
会
会
長

大
開　

覚
さ
ん

（
58
歳
・
福
井
町
）

内
水
被
害
対
策
を

　
　
中
長
期
的
に
検
討

阿
南
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　

阿
南
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
18
年
に
防
災
委

員
会
を
設
立
し
、
積
極
的
な
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
、
防
災
意
識
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
と
市
内
小
、
中
学

校
に
呼
び
掛
け
て
「
防
災
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
て
い
る
。
第
11
回
目
と
な
る
今
回
は
、
市

内
小
学
校
15
校
、
中
学
校
4
校
か
ら
、
標
語
５
９
３
点
、

ポ
ス
タ
ー
83
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
優
秀
作
品
の
展
示
が

下
記
の
と
お
り
行
わ
れ
る
。

第 11 回 防災啓発標語・ポスター
       コンクール　優秀作品の展示
	 日時　3月 2日㈫～ 30日㈫　
	 	 　　			8：30～ 17：00
	 ※2日は12：00から、30日は15：00まで

	 場所　ひまわり会館１階	ロビー
問　阿南南ロータリークラブ事務局
							（ホテル龍宮内）　☎ 27‐ 2027

防
災
標
語
最
優
秀
作
品

災
害
時　

地
い
き
の
輪
こ
そ
が　

命
づ
な

富
岡
小
学
校
３
年　

小
塚　

紗
楽
さ
ん

家
族
の
待
ち
合
わ
せ　

防
災
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」

新
野
小
学
校
４
年　

當
波　

克
典
さ
ん

語
り
継
ぐ　

あ
の
日
学
ん
だ　

防
災
知
識

阿
南
第
二
中
学
校
２
年　

藤
田　

梨
菜
さ
ん

防災ポスター
最優秀作品

橘小学校 3 年
　岡部　莉緒さん

津乃峰小学校 5 年
　谷本　紗矢さん

阿南第二中学校３年
　犬尾　莉奈さん

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

防
災
啓
発
を
実
施

　

東
日
本
大
震
災
の
災
禍
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
来
る
べ
き

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
天
災
に
備
え
る
た
め
に
、
防
災

啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

3
月
8
日
㈪
～
11
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

市
役
所
２
階　

市
民
交
流
ロ
ビ
ー

内
容　

防
災
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映
、
避
難
所
に
お
け
る

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
用
備
品
の
展
示

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
22 -

９
１
９
１

阿南防災士の会は、防災・減災に係る知識
と技能を結集して、阿南市の防災力向上に
貢献しています。

加入要件　地域防災推進員養成研修を受講し、
防災士の資格を有する方で、市内
在住または市内で勤務している 20
歳以上の方

入会方法　防災士証をご持参の上、危機管理
課(市役所3階)にお越しいただき、
入会手続きを行ってください。な
お、その際に連絡用のメールアド
レスを確認します。

申込期限　４月９日㈮
会　　費　無料

　 問い合わせ  危機管理課　☎ 22 － 9191

阿南防災士の会 新規入会募集
	

防災意識は子どもの頃から

 

認
確
を
営
運
・
設
開
所
難
避

コロナ禍 花火 エールでコロナ禍 花火 エールコロナ禍 花火 エールコロナ禍 花火でエール

　
命
を
守
る
灯
り
に




